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難病医療費公費負担制度による

医療費受給の開始・中止状況
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柳川 洋 川村 孝 大野 良之

目的　特定疾患（難病）の医療費公費負担制度を利用した患者（受給者）の8年間の中止・開始状況を示す

ことを目的とした。

方法　1984年度給付対象26疾患の受給者について，84，88と92年度の医療受給者全国調査の各年度データ

を，疾患，性，生年月日，居住地都道府県に基づいて個人単位でリンケージした。3つの年度の給付状

況から，85-88年度（4年間）と85-92年度（8年間）の中止者と開始者を定め，84年度受給者数に対す

る比を算定した。

成績　1)　受給者100人当たり中止者数は4年間で28人，8年間で43人であり，年間中止率が毎年一定という

仮定の下で，それぞれ7.9人，6.8人と換算された。受給者100人当たり開始者数は4年間で96人，8年間

で203人であった。また，84年度と92年度に受給し，88年度に受給しなかった者（再開）は受給者100

人当たり3人であった。

　2)　26疾患別にみると，受給者100人当たり8年間の中止者数は27-96人，開始者数は31-1068人であ

り，疾患間で大きな違いがあった。

　3)　性・年齢別にみると，受給者当たり8年間の中止者数は20歳未満と60歳以上で多く，いずれの年

齢でも男で女より多かった。受給者当たり開始者数は20歳代と70歳以上で多く，男で女より多かった。

　4)　都道府県間の受給者当たり中止者数と開始者数の格差は，いずれも疾患や性・年齢間の格差より

は小さかった。都道府県別の受給者当たり開始者数は人口当たりの84年度受給者数との間に強い負の

相関がみられたが，一方，受給者当たり中止者数はそれとの間の相関が低かった。

結論　85-92年度の8年間の中止・開始状況を示し，疾患，性・年齢，都道府県間でそれらに違いが認めら

れた。
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